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国道 272号別海 町春別地区における防雪林造成の樹種配置お よび

成長量の予測について

専修大学北海道短期大学 斎 藤  新一郎

1 まえがき

道路防雪林は,生 きた

工作物(Living fence)と し

て,本命の防風・防雪・

視線誘導などの機能のほ

かにも,防音・大樹浄化

・遮断などの環境林 とし

て,さ らに景観林 として

も,き わめて多 くの機能

を有する それゆえ,生
きてない工作物(hard

fence)に 比較 して,生 き

た工作物は,デ メリット

が少なく,いちじるしく

多機能であり,時間経過

とともに完成度が高まる

から(図 -1),地 球温暖化防止機能 も含めて,可能な限 り,積極的に,こ れ を造成 してゆ

くことが期待 されている

国道 272号 の釧路～中標津間においても,先ず,別海町春別地区において,高規格道

路の建設にともない,新 しいタイプの防雪林が造成 され始めた (図 -2)そ して,計画と
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図-2 新 しいタイプの R272号 高規格道路防雪林の模式図(斎藤・原・阿部 1996)
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図 -1 生きた工作物 と生きてない工作物の比較
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施工の違い を含む ,こ こにお け る新 たな課題 の発生 とその解決方法 を検討 してみた

2 防雪柵が仮設の場合の樹種配置

一般的に,防雪 hIIは ,仮設的な工作物であ り,防雪林の初期成長を保護・促進 し, しか も,

その間の防雪機能 を代替す る そ して,柵の高 さは 4mで あ り,高速道路においては,ほ ぼ

10年後を 目途に,防雪林の成長 を待つて,撤去 されることになつている そ して,防雪林は ,

幅 10rnで あれば,3列 植 えであ り,広い列間(35m)が 特徴であって,こ の列間に地吹雪が捕

捉される(雪 丘を形成する)こ の模式図が,図 -3に 示 され る

防雪柵

寒風 地吹雪

―

風衝 偏形樹冠

図-3 苗木(10m)植えで,10年後に撤去される防雪柵と雪丘形成の模式図

3 防雪柵が永久設置の場合の樹種配置

ところが,こ の R272号では,高 さ5mの防雪柵が,撤去されずに,永久に設置される

ことになつた しかも,設計では地上高 10mの大苗植えの筈であつたが,実際には,20
m以上の半成木が, ときにはIrr高 の 5mよ りも高い成木が植栽された

そ うなると,樹種の配置が,再考されなければならない また,植栽する苗木のサイズ

も,再検討されなければならない

先ず,樹種の配置であるが,防雪柵に永久的に風上前線を保護 されるのであるから,耐
寒乾風性の,落薬性の針葉樹である,カ ラマツを植える目的が失われる 初期の成長が保

証され,樹高が 5mを越えて,根張 り・枝張 りが十分になれば,常緑性の針葉樹である ト

ドモ ミ(ト ト・マツ〉およびアカエゾ トゥヒσヵェソ・マツ)で も,寒乾害に十分に耐えることができる

そ うなれば,3列植えでも,風上第 1列 のカラマツを外 して,アカエゾ トウヒに置換す

る そ して,第 2列には,生態的な安定 さのために,ま た,雪丘形成の場所 としても,

落葉広葉樹(ヤ チダモ, ミズナラ,ハルニレ,ほか)を植えたい さらに,第 3列に, トド
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モ ミを植 える つま り,

常緑性のアカエゾ トウヒ

および トドモ ミが防風・

防雪機能を発現 し,落葉

性の広葉樹類が捕雪 。生

態的安定の機能 を発現す

るのである(図 -4)

4 既往の植栽成績か ら

みた各樹種の成長量の

予測

上春別中学校 の校庭林

・公宅生垣,旧農家の屋

敷林,耕地防風林,防雪

林造成地への移植木 ,路
傍の 自然侵入木,ほかに

おいて,植栽木ない し天

然生木の,年々の伸長量

が,枝階によつて測定 さ

れた その結果,苗木段

階および植栽直後の年伸

寒乾風

-地吹雪
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落葉広葉樹
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ァヵェゾ トウヒ トドモ ミ

図-4 永久柵の場合の樹種の配置(案 )

長量の小 ささを別にす ると,アカエゾ トウヒでは,年伸長量が 03～ 04mで あ り, トド

モ ミでは 05～06mで あって,カ ラマツでは 05～ 10mで あつた(図 -5)
とい うことは,10mの 大首が,根切 り無 く,確実に植えられれば,10年後に,ア カエ

ゾ トウヒは 40～50mになり, トドモ ミは 60～ 70mになり,カ ラマツは 60～ 110mに

成長 している筈である いずれも, 5mの構高に達 しているにちがいない

5 大首・半成木・成木移植の問題点

1998年初冬の調査の際に,その年の秋に移植された成木・半成木は,勢いが失われた

ようには診えなかつた しか し,99年 2月 の調査では,高 さ2m余の半成木まで,勢い

が乏 しい個体が多く診 られ,枯死 している固体もかな り多く診 られた

そして,99年 7月 の観察では,高 さ2m余の半成木の大部分が枯死 して,補植 (枯れ補

償)さ れていた その原因の第 1は ,強い根切 りにあった一―高さ 200m余 の地上部に対

して,地下部の直径・深 さが 15～ 20 clllし かなかつた ! 地上部と地下部のバランスから

みて,「枯れるように植えた」としか言いようがない

上述の樹種の成長量からみても,僅か 10年待てば,柵高を越えるのであり,そ の間の

地吹雪を防雪柵が抑えているのであるから, しかも,永久設置であるから,半成木・成木

を植えることは,誤 りである, といえる 国道 40号の防雪林も,美幌峠の防雪林も,全
てが苗木植えで成功 しつつあることを勘案するなら,こ こ R272号でも,永久防雪桁 +苗

木植えの組み合わせが,適正な防雪林の造成方法である,と いえる
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旧農家の屋敷林

軍馬補充部の植栽
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